
岡山県教育庁義務教育課学力向上担当の先生方へ
平成２９年１０月５日 No.９

児童生徒が主体となる「めあて」のつくり方の事例について

上で示した資料は、授業改革推進美作チームが作成した授業改善
資料の一部です。校内ＯＪＴの中で、若手教員等と授業改善につい

て協議をする際に活用することを想定して作成したもので、教育
庁義務教育課ＨＰからダウンロードすることができます。

〈参加者の振り返りから〉

○職員研修で、めあて等の示し方について交流することが、互いに有益になると実感できた。経験年数
の少ない職員も増えてきており、授業づくりについて考える時間を持つことが必要であると感じた。
○まとめの時間の確保はもちろん、めあてに対して整合性のあるまとめをすることが大切である。その
ためには１単位時間の流れの中で、教師が常にめあてを意識しておくことが必要だと思った。
○本校では、子どもと「めあて」をつくることにも重点を置いている。質の高いめあてとは何かを明確
にし、それに基づいて授業を進めるなど、子どもに力を付けさせる工夫を行いたいと考えている。

今年度の全国学力・学習状況調査結果から、「めあてが示された」と肯定的に回答した児
童生徒の割合は、小・中学校ともに全国平均を上回っています。そこで、一層効果的なもの
とするためにも、児童生徒にとって、より意味のあるめあてを提示することが重要です。児
童生徒が本時の学習課題や解決の手立て、授業のゴールイメージを理解できるように質の向
上を図ることが望まれます。
本号では、授業改革推進美作チームが、美作市の学力向上担当者会で説明した、めあてに
焦点化した授業改善資料を紹介します。各校での取組の参考としてください。


